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《
日
本
研
究
所
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①
》

安
藤
昌
益
を
再
読
・
再
解
釈
す
る
―
「
自
然
真
営
道
」
か
ら
み
え
る
現
代
社
会
の
課
題

ロ
マ
ン
・
パ
シ
ュ
カ

江
戸
時
代
の
哲
学
者
、
安
藤
昌
益
（
一
七

〇
三
～
一
七
六
二
）
は
世
の
中
を
「
私
法

世
」
と
「
自
然
の
世
」
と
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
て
論
じ
て
い
る
。
寓
話
や
比
喩
な
ど

様
々
な
形
で
「
私
法
世
」
を
批
判
し
な
が
ら

「
自
然
の
世
」
を
描
写
し
、
そ
の
中
で
自
然

の
体
系
だ
け
で
は
な
く
学
問
の
質
や
あ
り

方
、
言
葉
の
意
味
や
言
語
の
社
会
的
な
役

割
、
書
く
こ
と
の
意
義
な
ど
、
様
々
な
テ
ー

マ
に
触
れ
て
い
く
。

本
研
究
で
は
、
安
藤
昌
益
思
想
の
核
の
部

分
に
当
た
る
「
自
然
真
営
道
」
を
再
読
し
、

「
自
然
の
世
」
を
描
く
段
階
で
昌
益
が
使
用

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
現
代
社
会

が
抱
え
る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
再
考
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
。
具
体
的
に
、「
転
地
」

「
活
真
」「
直
耕
」「
不
耕
」「
不
耕
貪
食
」

「
互
性
」「
男
女
」「
私
法
世
」
な
ど
、
昌
益

の
「
自
然
観
」
に
お
い
て
主
要
と
な
る
概
念

や
タ
ー
ム
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
現
代
の

日
本
に
お
け
る
農
業
の
あ
り
方
、
男
女
の
平

等
、
自
然
の
破
壊
な
ど
と
い
っ
た
現
象
や
問

題
の
認
識
・
解
決
に
向
け
て
新
た
な
課
題
を

提
示
し
た
。

そ
の
新
た
な
課
題
を
ど
の
よ
う
に
表
現
・

発
信
し
、
ど
の
よ
う
に
意
識
し
て
も
ら
え
る

か
と
い
う
問
い
に
も
と
り
か
か
り
、「
自
然

真
営
道
」
の
再
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
し
、
安

藤
昌
益
の
思
想
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
教
育
の

現
場
で
取
り
入
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も

探
っ
た
。

な
お
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績
と
し

て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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①
「「
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
」
安
藤
昌
益
か

ら
見
た
日
本
の
現
代
社
会
」、
神
田
外
語
大

学
日
本
研
究
所
主
催
講
演
会
「
世
界
の
中
の

日
本 

第
四
回
」、
二
〇
一
五
年


